
1 広報 2012.8

い す み 議 会 だ よ り 第 27 号
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会
議
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号

議
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よ
り
第
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号

　
平
成
24
年
第
２
回
定
例
議
会
が
６
月
５
日
か
ら
22
日

ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
議
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成

24
年
度
い
す
み
市
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
６
議
案
が

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
最
終
日
に
４
名
の
農
業
委
員
会
委
員
の

推
薦
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
請
願
２
件
に
つ
い
て
は

採
択
し
、
国
会
等
へ
の
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関
係
機

関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

○
大
原
小
学
校
校
舎
棟
大
規
模
改
修
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て
、
株
式
会
社 

森
本
組 

千
葉
営
業
所
と
契
約

す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
第
２
回
定
例
議
会

　
　
　
　
７
議
案
を
承
認
・
可
決

主
な
議
決
内
容

平成24年 第２回定例議会議決結果
議案番号 件　　　　名 採決結果

議案第１号 承　認専決処分の承認を求めることについて
（いすみ市税条例の一部を改正する条例）

議案第３号 可　決いすみ市印鑑条例等の一部を改正する条例の制定について

議案第４号 可　決いすみ市三日月福祉基金条例の一部を改正する条例の制定について

議案第５号 可　決平成24年度いすみ市一般会計補正予算（第１号）

議案第６号 可　決大原小学校校舎棟大規模改修工事請負契約について

議案第７号 可　決平成24年度いすみ市一般会計補正予算（第２号）

報告第１号 報　告専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて）

報告第２号 報　告繰越明許費繰越計算書について

報告第３号 報　告事故繰越し繰越計算書について

報告第４号 報　告事業会計予算の繰越計算書について

請願第１号 採　択「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願書

請願第２号 採　択「国における平成25（2013）年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する
請願書

推薦第１号 推　薦農業委員会委員の推薦について

発議第１号 可　決義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について

発議第２号 可　決国における平成25（2013）年度教育予算拡充に関する意見書について

議案第２号 承　認専決処分の承認を求めることについて
（いすみ市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
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い
す
み
市
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し

委

員

会

審

査
報

告

民
生
環
境
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

Q&AQ&AQ&A 一般質問

第２回定例議会の一般質問は、６月７日に６名の議員から市政に関する諸問題についての質問が

あり、活発な議論が展開されました。

ここでは、紙面の関係で主な質問及び答弁の一部を掲載します。

なお、一般質問及び議案の審議状況等、会議録をご覧になりたい方は、いすみ市のホームページ

又は夷隅文化会館、大原文化センター及び岬公民館の各図書室で閲覧することができます。

（第２回定例議会の会議録は９月上旬に公開を予定しています。）

岩 井 豊 重  議 員 自然エネルギー利用の取り組み／水道事業／防災対策／食材の放射能検査

高 森 和 久  議 員 いすみ市地域防災計画の見直し／大原・岬地域でのデマンド交通の導入

高 梨 庸 市  議 員 通学路の総点検／いすみ市防災メールの普及

山 口 朋 子  議 員 女性の視点からの防災教育／防災士の育成

田 井 秀 明  議 員 入札／地域防災計画／子宮頸がんの健診／道路・歩道の安全対策

荒 井 　 正  議 員
大原高校、岬高校、勝浦若潮高校の統合問題／福祉の充実／市民との協働／暮らし
やすいまちづくり

岩
井
　
豊
重
　
議
員

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
利
用
の
取
り
組
み

高
森
　
和
久
　
議
員

通
学
路
の
総
点
検

高
梨
　
庸
市
　
議
員

山
口
　
朋
子
　
議
員

女
性
の
視
点
か
ら
の

防
災
教
育

６
月
14
日
と
15
日
に
、
各
常
任

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
会
付

託
さ
れ
た
議
案
及
び
請
願
を
審
査

し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
委
員
会
で
行
わ
れ

た
主
な
質
疑
及
び
答
弁
、
ま
た
意

見
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
総
務
常
任
委
員
会
へ
の

付
託
案
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
案
３
件
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

議
案
第
４
号
　
い
す
み
市
三
日

月
福
祉
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
　
高
齢
者
、
障
害
者
、
児
童
等

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
し
た
基
金
で
あ
る

が
、
事
業
に
活
用
で
き
る
額
は

今
現
在
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　
寄
附
者
の
意
向
に
よ
り
果
実

運
用
型
の
基
金
と
し
て
積
み
立

て
を
し
て
お
り
、
預
金
利
子
等

の
運
用
益
は
現
在
の
と
こ
ろ
５

万
円
に
満
た
な
い
金
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

議
案
１
件
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

議
案
第
５
号
　
平
成
24
年
度
い

す
み
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
う

ち
、
本
委
員
会
の
所
管
す
る
も
の

に
つ
い
て

問
　
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業
の

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
個
体
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
業
務
の
内
容
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答
　
い
す
み
市
猟
友
会
有
害
鳥
獣

駆
除
隊
の
協
力
を
得
て
、
来
年

の
３
月
ま
で
大
原
地
域
の
深
堀
、

若
山
、
新
田
、
釈
迦
谷
地
区
内

に
常
時
１
０
０
基
の
箱
わ
な
を

設
置
し
、
捕
獲
個
体
の
情
報
、

性
別
、
１
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

当
た
り
の
生
息
密
度
な
ど
を
調

査
す
る
も
の
で
す
。

請
願
２
件
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

請
願
第
１
号
﹁
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意

見
書
﹂
採
択
に
関
す
る
請
願
書
、

請
願
第
２
号
﹁
国
に
お
け
る
平
成

25
︵
２
０
１
３
︶
年
度
教
育
予
算

拡
充
に
関
す
る
意
見
書
﹂
採
択
に

関
す
る
請
願
書
に
つ
い
て

請
願
第
１
号
及
び
請
願
第
２
号

と
も
に
、
地
方
教
育
行
政
に
今
後

と
も
必
要
な
働
き
か
け
で
あ
る
、

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業

委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
推
薦
の

委
員
と
し
て
４
名
を
推
薦
し

ま
し
た
。

重
田
勝
海 

氏︵
夷
隅
地
域
︶

田
中
　
宏 

氏︵
夷
隅
地
域
︶

冬
木
庄
吉 

氏︵
大
原
地
域
︶

中
村
信
雄 

氏︵
岬

地

域
︶

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て
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い
す
み
市
地
域
防
災

い
す
み
市
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し

計
画
の
見
直
し

い
す
み
市
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し

Q&AQ&A

岩
井
議
員
　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
に
つ
い
て
、
国
の
動
向
を

見
る
の
で
は
な
く
、
市
と
し
て

検
討
を
進
め
る
考
え
は
あ
る
か

伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長
　
現
時
点
で
政
府

は
、
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
発

電
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
の
普
及
促
進
を
目

指
し
、
規
制
改
革
を
閣
議
決
定

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
い
ま
だ

国
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

す
。こ

の
よ
う
な
中
で
、
市
と
し

て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の

促
進
に
向
け
、
本
年
度
よ
り
﹁
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
補
助
金
交
付
要
綱
﹂
を
制
定

し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

促
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。ま

た
、
市
施
設
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入

推
進
基
金
事
業
制
度
を
活
用
し
、

防
災
拠
点
や
災
害
時
に
機
能
を

保
持
す
べ
き
公
共
施
設
へ
の
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
蓄
電

池
の
導
入
を
計
画
し
、
要
望
し

て
い
ま
す
。

高
森
議
員
　
初
動
体
制
・
業
務
継

続
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長
　
災
害
時
の
体
制
と
し
て
、

い
す
み
市
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
く
配
備
基
準
に
よ
り
各
配
備

体
制
を
と
り
対
応
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
災
害
に
対

す
る
初
動
体
制
を
確
立
し
て
お

く
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で

あ
り
、
ま
た
各
配
備
体
制
を
と

る
う
え
で
、
情
報
収
集
が
大
切

に
な
り
ま
す
の
で
、
情
報
収
集

体
制
を
強
化
し
、
各
部
課
に
お

い
て
円
滑
な
災
害
時
応
援
体
制

が
と
れ
る
よ
う
、
職
員
初
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
改
定
し
全
職
員
へ

周
知
し
ま
し
た
。

ま
た
、
業
務
継
続
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
す
が
、
今
回
の
東
日
本
大

震
災
を
教
訓
に
、
業
務
の
継
続

が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
な
っ
た

場
合
を
想
定
し
た
業
務
継
続
計

画
の
策
定
は
必
要
で
あ
る
た
め
、

今
後
十
分
検
討
し
、
具
体
化
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
策
定
に
あ
た
り
地

域
防
災
計
画
や
被
害
想
定
と
の

整
合
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
防
災
計

画
等
の
見
直
し
を
踏
ま
え
て
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

高
梨
議
員
　
登
校
時
に
お
け
る
痛

ま
し
い
事
故
の
報
道
が
続
い
た

が
、
市
内
の
通
学
路
に
お
い
て

も
検
証
の
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

教
育
長
　
本
年
４
月
に
京
都
府
亀

岡
市
、
館
山
市
、
愛
知
県
岡
崎

市
で
登
校
中
の
児
童
の
列
に
車

が
突
っ
込
み
、
死
傷
者
が
出
る

と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
続
き
、

尊
い
命
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
事
実
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
こ
う
し
た
事
故
が
本
市
内

で
起
こ
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
、
事
故

の
あ
と
直
ぐ
に
各
学
校
に
通
知

を
出
し
、
通
学
路
の
確
認
と
登

下
校
時
の
児
童
・
生
徒
へ
の
指

導
、
ま
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
前
の
４
月
27
日
に
も
事
故
防

止
の
た
め
に
十
分
な
事
前
指
導

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

通
学
路
の
危
険
箇
所
に
つ
い

て
、
各
学
校
か
ら
報
告
が
上
が

っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
関
係

部
局
と
連
絡
を
密
に
し
て
、
事

故
防
止
に
つ
な
が
る
よ
う
な
安

全
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

山
口
議
員
　
災
害
時
の
問
題
や
課

題
、
対
処
法
を
日
常
的
に
学
校

や
職
場
、
地
域
で
学
び
、
女
性

や
青
年
を
含
め
た
防
災
リ
ー
ダ

ー
を
育
て
る
防
災
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
伺

い
た
い
。

市
長
　
子
供
の
こ
ろ
か
ら
防
災
に

対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
役
立
て

て
い
け
る
と
考
え
、
市
で
は
、

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
、
教
職
員
に
対
し
て
防
災
教

育
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
消
防
団
員
は

防
災
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
会
議

や
訓
練
時
に
防
災
教
育
を
取
り

入
れ
、
防
災
力
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
今
年
度
よ
り
女

性
消
防
団
員
が
入
団
し
ま
し
た

の
で
、
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

　
利
用
促
進
を
図
っ
て

 

い
る

答

岩
井
　
豊
重
　
議
員

岩
井
　
豊
重
　
議
員

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
利
用
の
取
り
組
み

　
利
用
の
取
り
組
み

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
利
用
の
取
り
組
み

岩
井
　
豊
重
　
議
員

　
整
合
性
を
確
保
し

 

対
応
す
る

高
森
　
和
久
　
議
員

高
森
　
和
久
　
議
員

高
森
　
和
久
　
議
員

答

 

安
全
対
策
を
講
じ
る

答

　
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー

 

の
養
成
を
行
う

答

通
学
路
の
総
点
検

通
学
路
の
総
点
検

通
学
路
の
総
点
検

高
梨
　
庸
市
　
議
員

高
梨
　
庸
市
　
議
員

高
梨
　
庸
市
　
議
員

山
口
　
朋
子
　
議
員

山
口
　
朋
子
　
議
員

女
性
の
視
点
か
ら
の

女
性
の
視
点
か
ら
の

防
災
教
育

防
災
教
育

女
性
の
視
点
か
ら
の

防
災
教
育

山
口
　
朋
子
　
議
員
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し
て
の
意
識
を
持
ち
、
女
性
の

視
点
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
今

後
の
防
災
施
策
を
展
開
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
う

え
で
女
性
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
す
る
こ
と
は
防
災
対
策
上

極
め
て
重
要
な
こ
と
と
考
え
ま

す
の
で
、
今
後
防
災
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む

際
に
は
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

養
成
も
併
せ
て
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

荒
井
議
員
　
県
の
最
終
決
定
を
ど

う
見
る
か
。
ま
た
今
後
の
取
り

組
み
と
し
て
、
再
編
内
容
の
見

直
し
協
議
を
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
伺
い
た
い
。

市
長
　
高
校
再
編
で
は
、
存
続
を

願
い
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
大
原
高
校
、
岬
高
校
の
完

全
存
続
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

し
か
し
、
大
原
高
校
に
統
合

予
定
で
あ
っ
た
岬
高
校
で
は
農

場
及
び
一
部
校
舎
が
、
ま
た
勝

浦
若
潮
高
校
で
は
水
産
実
習
場

が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

当
初
案
の
完
全
統
合
及
び
学
科

の
廃
止
か
ら
考
え
れ
ば
現
在
案

は
ベ
タ
ー
な
方
法
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
学
校
、
同
窓
会
、

後
援
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
連
携
し
、

話
し
合
い
の
場
を
も
ち
、
生
徒

に
と
っ
て
良
い
高
校
、
新
し
い

高
校
の
あ
る
べ
き
方
向
性
等
を

協
議
し
、
そ
の
結
果
を
地
域
の

声
と
し
て
早
急
に
県
当
局
及
び

県
教
育
委
員
会
へ
強
く
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

田
井
議
員
　
入
札
に
お
け
る
清
掃

業
務
な
ど
単
純
な
業
務
委
託
契

約
で
、
千
葉
県
の
最
低
賃
金
を

下
回
る
最
低
価
格
で
入
札
し
た

業
者
が
落
札
し
、
契
約
し
て
い

る
が
、
最
低
賃
金
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
伺

い
た
い
。

総
務
部
長
　
最
低
賃
金
に
つ
い
て

は
、
最
低
賃
金
法
に
よ
り
産
業

別
、
地
域
別
に
定
め
ら
れ
た
最

低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
入
札
に
際
し
粗
悪

工
事
な
ど
の
排
除
と
い
う
観
点

か
ら
、
最
低
制
限
価
格
を
設
け

て
お
り
ま
す
が
、
業
務
委
託
に

つ
い
て
は
最
低
制
限
価
格
を
設

定
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
適
正
な
公
金
支
出

を
行
う
観
点
か
ら
、
業
務
の
履

行
状
況
、
賃
金
の
支
払
い
状
況

な
ど
を
厳
重
に
確
認
す
る
と
と

も
に
、
廉
価
な
契
約
金
額
に
よ

っ
て
は
最
低
賃
金
法
等
に
抵
触

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

他
自
治
体
の
状
況
、
動
向
等
を

調
査
し
、
類
似
す
る
業
務
の
入

札
に
際
し
最
低
制
限
価
格
の
設

定
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

荒
井
　
正
　
議
員

荒
井
　
正
　
議
員

荒
井
　
正
　
議
員

大
原
高
校
、

大
原
高
校
、岬
高
校
、

岬
高
校
、勝
浦
勝
浦

若
潮
高
校
の
統
合
問
題

若
潮
高
校
の
統
合
問
題

大
原
高
校
、岬
高
校
、勝
浦

若
潮
高
校
の
統
合
問
題

市
政
を
知
る
た
め
に

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

市
民
生
活
に
直
結
し
た
重
要
な

問
題
が
審
議
さ
れ
て
い
る
市
議
会

は
誰
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
市
政

へ
の
知
識
を
深
め
、
市
政
を
身
近

に
感
じ
る
た
め
に
も
、
議
会
を
傍

聴
し
て
く
だ
さ
い
。

傍
聴
の
際
は
市
役
所
大
原
庁
舎

４
階
議
会
事
務
局
で
受
付
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
傍
聴
人
数
は
、
先
着
順

で
25
名
ま
で
で
す
。

編
集
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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５
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国

市
議
会
議
長
会
第
88
回
定
期
総
会

に
お
い
て
、
次
の
議
員
が
永
年
在

職
表
彰
を
受
賞
し
、
６
月
５
日
定

例
会
前
に
本
会
議
場
に
お
い
て
伝

達
式
を
行
い
ま
し
た
。

永
年
在
職
議
員
表
彰

︵
市
議
会
議
員
と
し
て
３
年
以
上

の
在
職
期
間
を
有
し
、
町
議
員
の

在
職
年
数
１
／
２
を
通
算
︶

■
議
員
在
職
15
年
以
上

　
井
上
栄
弌
　
議
員

　
荒
井
　
正
　
議
員

■
議
員
在
職
10
年
以
上

　
川
嶋
英
之
　
議
員

全
国
市
議
会

議
長
会
表
彰

第
３
回
定
例
議
会
日
程︵
予
定
︶

９
月
４
日
㈫
10
時
　
開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
の
上
程

　
　
６
日
㈭
10
時
　
一
般
質
問

　
　
11
日
㈫
10
時
　
議
案
質
疑

　
　
12
日
㈬
９
時
　
委
員
会

　
　
14
日
㈮
９
時
　
委
員
会

　
　
18
日
㈫
９
時
　
決
算
委
員
会

　
　
19
日
㈬
９
時
　
決
算
委
員
会

　
　
28
日
㈮
10
時
　
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会

田
井
　
秀
明
　
議
員

田
井
　
秀
明
　
議
員

田
井
　
秀
明
　
議
員

入
　
　
札

入
　
　
札

入
　
　
札

　
地
域
の
声
を
県
へ

 

強
く
要
望
す
る

答

　
最
低
制
限
価
格
の

 

設
定
を
検
討
す
る

答


